
1. 南海トラフの想定地震の断層パラメータの試算

　図 1 に南海トラフの想定地震の震源域 (中央防災会議, 
2012)1) を示す。図からは、深部の断層面積 Sdeep が約 11 万

km2、浅部の断層面積 Sshallow が約 3 万 km2 と読み取れる。

この値をもとに、前稿 (その 1) の図 3 に示した手順で算定し

た断層パラメータを表 1 に示す。ここに、前稿 (その 1) で述

べたように、東北地方太平洋沖地震の短周期レベルは、壇・

他 (2001)2) による内陸地震の式の約 2 倍であったので、本研

究では内陸地震の式の 1 倍の場合と 2 倍の場合を想定した。

2. 既往の断層パラメータの相似則との比較

　図 2 に断層長さ L と断層幅 W との関係を示す (渡辺・他, 
2002 に加筆)3)。黒丸で示されているプレート境界地震では、

断層長さが 300 km 程度までは断層長さと断層幅がほぼ比例

関係にあり、断層がさらに長くなると、断層幅は 150 km 程
度で一定となっている。赤丸で示した東北地方太平洋沖地

震の断層パラメータ (研究者により少しずつ異なっているの

で複数プロットしている) は、断層長さと断層幅の比例関係

を示している部分の延長上に位置しており、この比例関係

の限界付近にあると考えられる。また、緑丸で示した南海

トラフの巨大地震の断層パラメータは断層幅が一定の領域

に入っていることがわかる。

　図 3 に断層長さ L とモーメントマグニチュード MW との

関係を示す (佐藤, 1989 より作成)4)。図より、東北地方太平

洋沖地震の断層長さ L も南海トラフの巨大地震の断層長さ L
も 100.5MW とほぼ比例関係にあることがわかる。

　図 4に断層面積 S とモーメントマグニチュード MW との

関係を示す (佐藤, 1989 より作成)4)。図より、東北地方太平

洋沖地震の断層面積 S も南海トラフの巨大地震の断層面積 S
も 10MW とほぼ比例関係にあることがわかる。

　図 5 に平均すべり量 D とモーメントマグニチュード MW
との関係を示す (佐藤, 1989 より作成)4)。図より、東北地方

太平洋沖地震の平均すべり量 D も南海トラフの巨大地震の

平均すべり量 D も 100.5MW とほぼ比例関係にあることがわか

る。

　図 6 に、短周期レベル A と地震モーメント M0 との関係を

示す (壇・他, 2001 に加筆)2)。図中の黒丸はプレート境界地震

のデータである。図より、東北地方太平洋沖地震の短周期

レベル A も南海トラフの巨大地震用に想定した短周期レベ
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ル A も M0
1/3 とほぼ比例関係にあって、データのばらつきの

中にあることがわかる。

3. まとめ

　本研究では、アスペリティモデルに基づいて、東北地方

太平洋沖地震の断層パラメータの解釈を行うとともに、南

海トラフの巨大地震に適用して断層パラメータを設定した。

今後は、アスペリティの個数や位置に関する検討、および

浅部のすべり量の分布やすべり速度時間関数に関する検討

を重ねたうえで、強震動と津波の試算を行い、東北地方太

平洋沖地震の強震動と津波の再現や、南海トラフの地震に

図 2 断層長さ L と断層幅 W との関係

 (渡辺・他, 2002 に加筆)3)

図 1　南海トラフの想定地震の震源域 (中央防災会議, 2012)1)
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深部の 浅部の 全体 モーメント 地震 平均応力 短周期 アスペリティ アスペリティの 深部の アスペリティ 背景領域 浅部の 

 面積 面積 面積 マグニチュード モーメント 降下量 レベル の面積 応力降下量 すべり量 のすべり量 のすべり量 すべり量

 Sdeep Sshallow S MW M0  A Sasp asp Ddeep Dasp Dback Dshallow
 [km2] [km2] [km2] [dyne・cm] [bar] [dyne・cm/s2] [km2] [bar] [m] [m] [m] [m]

短周期レベルを平均的な値にした場合 

(注) =Dshallow/Ddeep=3 とした。また、shallow=2.34×1011dyne/cm2、shallow=3.00 km/s、deep=4.10×1011dyne/cm2、deep=3.82 km/s とした。

表 1　南海トラフの巨大地震の断層パラメータの設定例

 11 万 3 万 14 万 9.1 6.59×1029 30.7 2.14×1027 43000 100 10 20 3.6 30

短周期レベルを平均的な値の 2 倍にした場合

図 4 断層面積 S とモーメントマグニチュード MW との関係

 (佐藤, 1989 より作成)4)

図 5 平均すべり量とモーメントマグニチュード MW との関係

 (佐藤, 1989 より作成)4)
図 6 短周期レベル A と地震モーメント M0 との関係

 (壇・他, 2001 に加筆 )2)

図 3 断層長さ L とモーメントマグニチュード MW との関係

 (佐藤, 1989 より作成)4)

 11 万 3 万 14 万 9.1 6.59×1029 30.7 4.28×1027 10800 400 10 20 8.9 30
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